（一社）愛媛県バスケットボール協会　審判委員会
審判委員長　様
審判講習会　参加報告書
令和８年１月７日
報告者　　　二宮　光司　
　この度参加しました、審判講習会について報告します。
なお、この報告書が、審判委員会ホームページ等に掲載されることを了承します。
	講習会名
（大会名）
	2025年度第6回全国U15バスケットボール選手権大会（京王 Jr.ウインターカップ2025-26）

	参加者
（報告者）
	　(報告者)　　　二宮光司　　　（所属カテゴリー）　Ｕ１５

	期　日
	2026年1月4日　　から　　2026年1月6日

	会　場
	京王アリーナTOKYO

	講　師
	

	参加者
	PBA派遣・本部派遣・関東ブロック派遣審判員

	報告

	1/4　１回戦　男子　ゴッドドア(兵庫)　73－55　Black Spartans (島根)
CC：報告者　U1：竹内恒(青森A)　U2：松永光貴(東京B)
　ゲームは３Q終了までお互いに拮抗した展開となる。４Qに入りゴッドドアが勢いに乗り一気に点差を広げる展開となった。試合後IRの方から、１ゲームを通して、概ねプライマリーをそれぞれの審判が判定できていた。途中クルーが飛び込んだ場面があったが、そのことがかえって自分たちの判定への信頼感を損ねる可能性もあることにも気を付けてほしいとアドバイスをいただいた。
1/5　２回戦　女子　PIRATES U15 Fighting Rabbits(奈良) 51－52 HOOPS4HOPE (千葉) 

CC：報告者　U1：畔上愛怜(東京A)　U2：神谷郁代(東京B)
　ゲームは最後まで一進一退の攻防が続き最後まで分からない展開の中、最後は昨年準優勝のH4Hが勝ち切ったゲームとなった。試合後IRの方からは、ゲーム序盤から積極的にテンポセットを行い、後半向けてしっかりメッセージが選手、チームに伝わっていたのではないかとほめていただいた。途中交代がリスタートぎりぎりにやってくる場面が何度かあり、スピードアジャスターの役割の大切さを再認識した。
　
1/6　準々決勝　男子　ライジングゼファー福岡(福岡) 44－42 金沢学院大学附属中学校(石川)  

CC：加藤暁生(本部Ｓ)　U1：報告者　U2：小椋哉斗(山梨B)
　この夏の全中優勝校である金沢学院と2023年大会で優勝経験のある福岡U15の対戦となった。互いに離れることなく最後まで進んでいき、最後は金沢が連続３Pを決めるも福岡が逃げ切りベスト４進出となった。
ＰＧＣからボディーのコンタクトはできる限りやらせながらも、手に対しては厳しく取り上げていくことを確認してゲームに入った。インサイドを積極的に狙う福岡に対して、ポジション争いなどにもう少し前半から判定を入れた方が整理できたことが反省としてあった。メカニクスに関してはゲーム序盤で３人でのルールを決め、後半はお互いが共通認識を持ってローテーションを行うことができた。　

	所感
	　２０２２年の第２回大会以来の参加となった。以前よりゲームレベルがとても上がっており、拮抗した試合が多くみられた。これらの中で我々審判員も判定力を高め臨んでいかなければいけないと感じた。
またアンダーカテゴリーとして、選手のコートでの振る舞いやタイムアウト明けなどのベンチのスムーズな再開への協力など、判定以外の面でもわれわれ審判員が伝えていかなければならないことも多くあると感じた。この大会から高校のステージでさらなる注目を浴び、日本代表やプロ選手へとなっていく中学生を担当する審判員として、我々の担う役割は非常に重たいものだと感じました。
　今回このような貴重な経験の場をいただいたことを感謝し、報告とさせていただきます。



· 原文のまま、ホームページ等に掲載されます。
· 用紙が足りない場合は、各自追加してください。
